地域密着型サービス運営推進会議記録（R７年度第５回）
	施設名
	小規模多機能ホーム緑風会登子

	施設種類
	小規模多機能型居宅介護

	開催日時
	令和８年１月２２日（木）１０時３０分～１１時３０分

	会場
	　緑風会登子・尊氏相談室

	参加者
	利用者代表
	０人

	
	利用者家族代表
	１人

	
	地域住民代表
	４人

	
	有識者
	１人

	
	高齢者お世話センター
	１人

	
	市職員
	１人

	
	事業者
	２人



	報告事項
	　（1）施設の現況報告、活動状況について
　（2）令和7年度年間取組について
　（3）その他

	
	

	議題
	（1） 施設の現況報告、活動状況について
　・現況報告：11月・12月は急激な寒暖差によるものか、体調不良や持病
の悪化により、入院、登録解除する方が多かった。
　・行事：手作りクッキング、大野町民祭への参加など報告。
　・活動状況：にっこりホッとについては、日常ケアの中で「にっこり」
したことや「ホッと」心が温まったことなどを皆で共有する取組みで
ある。他にも研修委員会や行事などについて共有。
　・地域貢献：ふれあい会では門松作りに参加。この1年、地域の子ども
さんから高齢の方まで、様々な方との交流ができた。今後も継続して
参加していきたい。

　Ｑ：徳島新聞に載っていたが外国人が介護をしているのですね。
外国人の方は、どのぐらい在籍しているか？
　Ａ：現在、グループ内では約350人。うちケアワーカーの1/4が外国人材。
　　　一生懸命勉強をして、真面目な方ばかりである。
国家試験を受ける方もおり、優秀な人財ばかりである。

　Ｑ：気づきは、どのような効果があるのですか？
　Ａ：12月に気づき習慣として、転倒などの事故防止に向け危険予測する力
を高める取り組み。15件の中から1事例を取上げ、深堀りして共通認
識・理解することとして、1事例紹介。

（2） 年間取組発表について
　・先日、行われたグループ内各事業所の年間取組発表を紹介
・予選を1位で突破し、決勝大会出場決定の報告
・取組発表の披露
（意見等）
　・新しいことに取組むことは、かかわった人にしか、その苦労が分からな
いもの。発表を披露してくれることで、その苦労が理解できる。
　・食事に関して、少しの工夫で変わることが理解できる。梅や桜、季節の
花をテーブルに飾るだけでも「彩り」になる。
　・施設内のことが良く分かり、理解できた。これからも、色々な取組みを
　　して、見せてもらえると良いと思った。その方がより理解しやすい。



	
	



